
令和７年度以降における中学生ビーチバレー大会における連絡事項 

文責 県協会中学生ビーチバレー部 

①２人制全国大会予選の実施 

                                      今年度より、大会３日目を設け、 

                 ２人制も予選会を実施します。 

 

 ＜注意事項＞ 

・４人制、２人制に重複してエントリーすることも可です。 

・２人制全国大会出場となった選手は、ＪＶＡのﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰ選手への登録が必要になります。 

・２人制大会は、日本バレーボール協会制定２人制ビーチバレーボール競技規則を適用して行います。 

 

②大会使用球 

 年度での変更となります。令和７年度の大会は、男子モルテン製、女子ミカサ製を使用します。 

 

③４人制全国大会予選のシードに関して 

  

 

 

＜注意事項＞ 

 ・全国予選のシードされるのは、１団体につき、１チームとする。 

・秋、冬大会において、同一団体から複数チーム入賞した場合は、最高順位のポイントで考える。 

  ・団体名が変わった場合、メンバーが全員同じであるとしても、シードポイントは 0ptからとなる。 

 

④全国大会予選の出場チーム数に関して 

 

 

 

 

 

 

⑤チーム構成人数が 3人以下のチームの扱いに関して 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋大会・冬大会の結果に応じて、シードポイントを付与する。 

 第１位：４pt  第２位：３pt   第３位：２pt   決勝 T進出：１pt 

⇒合計ポイント上位６チームに、全国予選でのシードを与える。 

チーム構成人数が 3人以下のチームに対しては、以下のどちらかの対応とする。 

  （Ａ）そのまま、構成人数 3人以下のまま大会に出場する。 

  （Ｂ）他チームのメンバーを入れて構成人数を 4人以上とし、即席合同チームで出場する。 

 

①秋大会・冬大会については、いずれの場合も、オープン参加扱いとはせず、勝ち上がることを認める。 

しかし、正規の参加規格を満たしていないため、いかなる結果でも、シードポイントは付与しない。 

②全国予選（夏大会）については、いずれの場合も、オープン参加扱いとする。 

そのため、大会参加は認めるが、勝ち上がることはできない。 

 

１日目  ４人制予選（男子） 

２日目  ４人制予選（男子＋女子） 

３日目  ２人制予選 

４人制全国予選会における出場チーム数の上限は、男女とも３６チームとする。 

男子：１団体から３チームまで とする。 

女子：１団体から４チームまで とする。 

＊上限チーム数を超える場合、以下の条件に該当するチームからエントリーを見直すこととする。 

①チーム数が多い  ②チーム構成メンバーが１年生のみ    


